












































































































































































































































































教　　　　 員 学 生 総 数
日本 人 台湾 人 其 他 合 計 日本 人 台 湾 人 其 他 合 計
1928 59 59 49 6 55
1029 104 104 102 11 113
1930 137 137 160 20 180
1931 161 161 165 22 187
1932 154 154 154 22 176
1933 104 1 105 133 25 156
1934 104 1 105 102 26 128
1935 104 1 105 89 25 114
1936 117 1 1 119 95 41 136
1937 142 1 1 144 128 59 187
1938 161 1 2 164 157 70 1 228
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1939 166 1 2 169 191 90 1 282
1940 177 2 3 182 235 85 2 322
1941 180 2 2 184 196 Gl 1 258
1942 183こ 2 2 187 388 69 1 458
1943 153 8 2 163 384 69 1 454
























其 他 合 計
1928 16 3 19　　 33 3 36
1929 53 6 59 49 5 54
1930 80 12 92 80 8 88
1931 83 13 96 82 9 91
1932 67 14 81 87 8 95
1933 57 15 70 76 12 88
1934 49 16 65 53 10 63
1935 48 13 61 41 12 63
1936 i 39 14 53 32 11 43
1937 49 9 58 37 13 60
1938 54 11 65 36 12 48
1939 63 6 69 50 9 69
1940 81 5 86 85 5 1 91
ユ94ユ 68 3 71 95 3 ユ 99
1942 166 3 169 155 2 l 158
1943 164 3 167 52 1 i 54 102 1 103







医　　 学　　 部 工　　 学　　 部









1936 24 16 40
1937 42 37 79
1938 67 47 1 115
1939 78 75 1 154
1940 69 75 1 145
1941 33 55 88
1942 67 64 131
1943 66 64 130





年　　 度　　 中　　 学　　 生　　 異　　 動
入　　　　　 学 卒　　　　　 業
文政 理学．農学 医学 工学 総数 文 政 理学 ．農 学 医学 工 学 総 数
1928 21 42 63
1929 46 23 69
1930 35 35 70 14 32 46
1931 24 39 63 34 19 53
1932 23 25 48 31 35 66
1933 27 28 55 22 36 58
1934 23 14 37 18 22 40
1935 14 15 29 23 21 44
1936 17 13 40 70 19 12 31
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1937 24 20 40 84 15 13 28
1938 23 16 36 75 19 15 34
1939 23 26 40 89 20 16 37 73
1940 40 49 29 118 23 15 40 78
1941 35 48 20 103 23 23 35 81
1942 129 104 82 315 31 42 39 112
1943 80 22 45 40 187 32 12 28 27 99
1944 83 12 58 59 265
出典『台湾省五十一年来統計捏要』1214～1215頁（表469歴年大学教育概況）より。
Ⅴ　終わりに
以上の検討を通じて、台湾工業の発展及び日本帝国戦時経済の運営に伴い、1943年に創
設された台北帝国大学工学部は、以下の特徴と意義があったといえよう。
1、台北帝国大学土学部創設の根本方針は、まず台湾の工業化を第一に考え、併せて台
湾を日本の南方進出の基地とすることであった。台湾は熱帯及び亜熱帯に跨るので、特に
「南支南洋」に隣接して重要な地位を占める関係上、日本国南方発展の礎石であるから、
工学部の新設は特にこの点が重視されていた。
2、台北帝国大学工学部は、最高の工業技術者を供給するという重大な使命を帯び、大
学レベルの工学教育を受けようとする者を台湾から外地に遊学する状況を終わらせ、台湾
島内で育成されることとなった。さらに、同工学部創設によって、台湾工業教育について
は、初等工学教育から高等工学教育までの工業教育体系を完成した。
3、学科の種類は、機械工学科、電気工学科、応用化学科、土木工学科などであり、工
学部の背景をなす台湾工業の性格を十分に参酌研究を重ねた結果であって、台湾工業の発
展と合致していた。
4、台北帝国大学工学部は、台湾最高の工学教育機関だけでなく、さらに強力な台湾工業
技術の中枢的研究機関及び指導機関をも兼ねていた。また将来台湾工業化促進のために、
工学の基礎的研究を行っていた。
5、台北帝国大学工学部は台湾工業化推進と日本南方進出の知恵袋的役割を担当した。
【注】
（1）新設の台北帝大工学部」『台湾時報』245号（昭和15年5月）、】45頁。
（2）三田定則「台北帝大の創立より工学部の設置まで」『台湾時報』250号（昭和15年10
月）58頁。
（め　台湾工業教育に関する研究については、劉悟怜氏が「戦前台湾の工業化と労働カー労
働力の質的変化を中心に－」において、熟練工・技能工の形成の検討を中心に行ってい
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るが、台北帝大工学部については、研究はなされていない。
（4）台湾教育会編『台湾教育沿革誌』（1939年12月青史杜より、19825月復刻）。
（5）前掲（カ、54頁。
（6）前掲（4）、955貢。
（7）前掲（4）、955貢。
（8）前掲上武．955頁。
（9）前掲（4）、955頁。
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（14）前掲（4）、959頁。
（15）前掲（4）、959貫。
（16）前掲（4）、959貢。
（17）前掲（4）、959～960頁。
（18）前掲（2）、57頁。
（19）大山網武「台湾工業化と内地資本の動向」『台湾時報』268号（昭和門年4月）、7頁。
（．20）前掲（19）、8貢。
（21）前掲（19）、8頁。
（2少前掲（2）、57～58頁。
（23）丹羽重光　亀山直人「工学部創設委員として」『台湾時報』250号（昭和15年10
月）、60頁。
（24）前掲（23）、61貢。
（25）前掲（23）、61頁。
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